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日頃、皆様には「だいじに・東北」へのご理解とご協力を賜り感謝申し上げま

すと共に、衷心より御礼申し上げます。  

２０１１年の東日本大震災発生後、日本聖公会が取り組んだ「いっしょに歩こ

う！プロジェクト」の２年間、さらに「いっしょに歩こう・パートⅡ だいじに・

東北」の２年間と合わせての４年間、被災地元町民の皆様、仮設自治会、役場を

はじめ、東北教区はもとより、日本聖公会全国各地、ひいては全世界の聖公会信

徒の皆様から篤い祈りと、協働・交流・支援を戴きました。本当にありがとうご

ざいました。「だいじに・東北」は計画通り５月末日を持ちまして一区切りし、

現在の形での活動を終了することとなります。  

つきましては下記のとおり２つの《感謝・礼拝と集い》を執り行いますので、

皆様万障お繰り合わせの上、ご参集賜りますようお願い申し上げます。  

 

◇被災者支援センターしんち 感謝閉所礼拝と集い 

日   時：５月１６日（土）１３：００～１５：００ 
会   場：センターしんち 

プログラム：祈り～あいさつ～歓談・交流 

そ  の  他：ティータイム、ひと言トーク、ライブ…など((裏面参照)) 

 

◇「だいじに・東北」の２年 感謝聖餐式と集い 

日   時：５月２３日（土）１１：００～１４：００ 
会   場：東北教区主教座聖堂 仙台基督教会 聖堂およびホール 

プログラム：聖餐式～軽食～歓談・交流 

そ  の  他：スピーチ、アピール…など 
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＊なお、新地町に於いては、６月１日より新たに、日本聖公会「原発と放射能に関する特別問 

題プロジェクト」の運営の下に、雁小屋仮設で支援活動が開始される予定です。 

＊東北教区の今後については、改めてお知らせ、ご案内いたします。 

お知らせ 


